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風の子キャンプ

農道清掃・鳥獣害防護柵点検

むかしがたりの会

地
域
の
出
来
事

８月４日～６日。
　村内のキャンプ場で、2泊3日の風の子キャン
プが行われました。
　夕立ち続きであいにくの天気となりましたが、
川のにごりも何のその、3日間目いっぱい川で遊
ぶことができました。

７月19日（土）、晴れ。
　中央公民館で丹波山おはなしの会の主催により、
藤巻愛子先生をお迎えして、「丹波山村の伝説と山
梨のむかし話」と題し、むかしがたりの会が開催さ
れました。
　対象者別に乳幼児向け、小中学生向け、一般向け
と３部構成で行われ、大勢の村民の参加がありまし
た。
　丹波山村の伝説と山梨の昔話が、藤巻先生により
ユーモアたっぷりの甲州弁で語られ、会場は笑いに
包まれながら、楽しいひと時を過ごしました。

７月17日（木）、晴れ。
　農業者30名で奥秋、上岡、成畑を中心に農道清
掃、鳥獣防護柵の点検・修理を行いました。
　暑い中での一生懸命な作業の結果、特に農道に
関しては、今までとは見違えるほどきれいになり
ました。
　参加していただいた農業者の皆様にお礼申し上
げます。

丹波渓谷花火大会
８月15日（金）、晴れ。
　丹波渓谷花火大会が行われました。
　例年、夏祭り丹波のフィナーレとして行われて
きた花火大会ですが、今年は実行委員会の検討す
る中で、お盆の15日に行うことになりました。
　当日は、お盆で帰省中の丹波山村出身者や観光
客も大勢ご覧になり、渓谷にこだまする花火が満
喫できたことと思います。

▲会場は笑いがいっぱいでした。

▲農道の草もきれいになりました。

▲朝食の準備中

▲丹波川にかかるナイアガラ

道の駅「たばやま」登録証伝達式
９月３日（水）。
　県内17ヵ所目の「道の駅」が本村に誕生する
ことが決まり、甲府市にある国土交通省甲府河
川国道事務所で登録証の伝達式が行われました。
　村では、現在ある農林産物直売所を道の駅「た
ばやま」に改め、来年4月の正式オープンを目指
し、トイレの増設や軽食のできる休憩施設を整
備していきます。
　道の駅「たばやま」は、国道411号線沿いでは
はじめての道の駅となり、山梨県内では17ヵ所
目となります。

9月13日（土）、晴れ。
　丹波中学校体育館で第40回清流祭が開催され
ました。
　「Challenge～何かが変わる～」のテーマの下、
小さなことでも何かにチャレンジすることを目
指し、全校生徒17名が練習や準備を積み重ねて
きました。
　全校音楽や各学年による発表、全校演劇「夏
色をさがして」などが行われ、随所にその成果
が発揮されていました。

9月6日（土）、晴れ。
　丹波小学校校庭で丹波小学校秋季大運動会が、
晴れ渡った青空の下で行われました。
　「最後まで全力出してやりぬこう　チームワ
ークで優勝だ」をテーマに、夏休み明けから暑
い中、一生懸命練習を重ねてきました。
　リレーをはじめとする競技やマーチングなど
の演技で精一杯がんばる姿に、会場の応援にも
熱が入りました。
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▲登録証伝達式

▲懸命のバトンタッチ▲2年生の学年発表「ドリームキャッチ2008」
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お
知
ら
せ
　Inform

ation

労働保険は労災保険と雇用保険の総称です。
従業員の身分を問わず、従業員を１人でも雇っている
事業主は、労働保険に加入しなければなりません。
早期加入の手続をお願いします。

【お問い合わせ】
　　都留労働基準監督署　０５５４－４３－２１９５
　　ハローワーク大月　　０５５４－２２－８６０９
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。
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ら
れ
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。
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療
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梨
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。
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滑
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療
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療
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５
５
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９
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７
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付
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８
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２
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付
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３
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３
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付
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９
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対
応
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物
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飲
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わ
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全
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で
診
療
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
県
医
務
課
０
５
５
―

２
２
３
―

１
４
８
０

■
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

　
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
治
療
に
対
す
る
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
現
在
治
療
中
の
方
、
こ
れ
か
ら
治
療
を

始
め
る
方
は
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
健

康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
対
象
者

　
山
梨
県
在
住
の
方
（
山
梨
県
内
に
住
民

　
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
）

　
Ｂ
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
、
Ｃ
型
慢
性
肝

　
炎
及
び
代
償
性
肝
硬
変
の
認
定
基
準
を

　
満
た
し
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
イ

　
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に
よ
る
治
療
を

　
受
け
ら
れ
る
方

◇
助
成
の
内
容

　
各
種
保
険
診
療
の
請
求
額
か
ら
世
帯
の

　
市
町
村
民
税
額
に
応
じ
た
自
己
負
担
額

　
（
１
万
、
３
万
、
５
万
円
）
を
除
い
た

　
額
を
国
と
県
が
助
成
し
ま
す
。

◇
手
続
に
必
要
な
書
類
等

　
・
受
給
者
証
申
請
書

　
・
診
断
書

　
・
住
民
票
（
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
全

　
　
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　
・
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
（
申
請
者

　
　
及
び
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世

　
　
帯
全
員
の
も
の
が
必
要
）

　
・
保
険
証
の
写
し

◇
申
請
窓
口

　
保
健
福
祉
事
務
所
　
地
域
保
健
課

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
５
５
５
―

２
４
―

９
０
３
５

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
最
寄
り

　
の
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
ら

　
れ
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
無
料

で
受
け
ら
れ
る
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
期
間
　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
31
日

◇
受
診
方
法

　
最
寄
り
の
保
健
福
祉
事
務
所
に
受
診
券

　
を
電
話
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
受
診
券
到
着
後
、
県
と
契
約
を
結
ん
で

　
い
る
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ま
す
。

◇
対
象
者

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
診
し
た
こ
と

　
の
な
い
者

　
今
年
度
職
場
や
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
る
機
会
の

　
な
い
者

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
５
５
５
―

２
４
―

９
０
３
５

■
違
反
建
築
防
止
週
間

　
10
月
11
日
（
土
）
〜
17
日
（
金
）
は
、

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
県
内
全
域
で
一
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
の
職
員
な
ど
が
、
建
築
工

事
現
場
へ
の
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
と
き
に
は
、

原
則
と
し
て
事
前
に
建
築
確
認
を
受
け
、

完
成
時
に
は
、
完
成
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
工
事
中
の
計
画
変
更
は
事
前
手

続
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
建
物
の
規

模
や
用
途
に
よ
っ
て
は
、
中
間
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
審
査
や
現
場
検
査
制
度

に
よ
っ
て
、
建
物
が
安
全
に
で
き
あ
が
り
、

安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
建
物
の
安
全
は
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち

全
体
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
違
反
建
築
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
パ
ト
ロ
ー

　
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）
に
県

内
全
域
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
の
職
員
が
、
解
体
を
は
じ

め
と
す
る
工
事
現
場
な
ど
で
の
現
地
確
認

や
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
建
物
の
新
築
や
解
体
な
ど
を
す
る
と
き

に
は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
工
事
を
行
う
場
合
は
、

分
別
解
体
や
再
資
源
化
を
適
正
に
行
う
と

と
も
に
、
資
格
の
あ
る
施
工
業
者
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
建
物
を
解
体
す
る
場
合
は
、
吹

付
け
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
や
有
害
物
質

等
の
有
無
に
つ
い
て
、
事
前
調
査
や
事
前

措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
建
築
主
や
施
工
業

者
の
方
々
の
理
解
が
必
要
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　｢

運
転
は
　
人
に
社
会
に
　
思
い
や
り｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、｢

平
成
20
年
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動｣

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
、
県
内
で
は
、
昨
年
に
比
べ
て
交

通
事
故
の
死
者
数
、
発
生
件
数
、
負
傷
者

数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
事
故
が

多
い
ほ
か
、
二
輪
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夕
暮
れ

の
時
間
が
早
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は｢

早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯｣

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
着
用

す
る
な
ど
し
て
、｢

見
落
と
し｣

や｢

発
見
の

遅
れ｣

に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
実
施
期
間

　
９
月
21
日(

日)

〜
９
月
30
日(

火)

１
　
運
動
の
基
本

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
　
運
動
の
重
点

(1)
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

(2)
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

(3)
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
裁
判
員
制
度
説
明
会

〜
ま
も
な
く
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載

　
　
さ
れ
た
方
へ
通
知
を
発
送
し
ま
す
〜

【
日
時
】
10
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

【
内
容
】
(1)
裁
判
官
に
よ
る
制
度
解
説

　
　
　
　
(2)
質
疑
応
答

【
募
集
人
員
】
100
人
（
参
加
費
無
料
）

【
申
込
先
】
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　
　
　
　
０
５
５
―

２
３
５
―

１
１
３
１

■
公
証
役
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
は
公
証
週
間
で
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
・
金
銭
・

土
地
・
建
物
の
賃
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝

料
・
養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
大

切
な
契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
公
正
証
書
の
作
成
の
た
め
の
相
談
（
秘

密
厳
守
）
は
無
料
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
大
月
公
証
役
場

　
　
電
話
　
０
５
５
４
―

２
３
―

１
４
５
２

■
第
30
回
「
や
ま
び
こ
ま
つ
り
」

　
の
開
催
に
つ
い
て

　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で
は
、

「
も
り
上
が
れ
や
ま
び
こ
　
み
ん
な
の
声

を
と
ど
け
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
「
や
ま
び

こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

【
う
た
げ
き
の
会
】
や
【
作
品
展
示
や
展

示
即
売
】
を
と
お
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
来
校
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
20
年
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
予
備
日
　
10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】
大
月
市
富
浜
町
宮
谷
１
４
９
７

　
　
　
　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

【
催
物
】
う
た
と
げ
き
の
会

　
　
　
　
作
品
展
示

　
　
　
　
木
工
・
陶
芸
・
織
物
・
紙
漉

　
　
　
　
製
品
な
ど
の
製
作
物
販
売

　
　
　
　
バ
ザ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
　
　
　
　
０
５
５
４
―

２
３
―

１
９
４
３

【募集種目】２等陸・海・空士
【資格】
　日本国籍を有する18歳以上の27歳未満の男子
【受付期間・試験日】
　年間を通じて行っており、試験も毎月実施して
　おります。
【問合せ先】
　自衛隊山梨地方協力本部　055-253-1591
　大月地域事務所　　　　　0554-22-1298

自衛隊山梨地方協力本部では、次のとおり自衛官の募集を行っています。

輸送艦「おおすみ」とLCAC

●発売期間　9月29日（月）
　　　　　　～10月17日（金）
●抽せん日 10月22日（水）

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住
　みよいまちづくりに使われます。

新市町村振興宝くじ

１等・前後賞あわせて２億円
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お
知
ら
せ
　Inform

ation

労働保険は労災保険と雇用保険の総称です。
従業員の身分を問わず、従業員を１人でも雇っている
事業主は、労働保険に加入しなければなりません。
早期加入の手続をお願いします。

【お問い合わせ】
　　都留労働基準監督署　０５５４－４３－２１９５
　　ハローワーク大月　　０５５４－２２－８６０９

■
富
士
・
東
部
地
域
の
新
た
な
小

児
救
急
医
療
体
制
が
10
月
30
日
（
木
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
休
日
・
夜
間
に
お
子
さ
ん
が
急
な
発
熱

な
ど
具
合
が
悪
く
な
っ
た
と
き
、
小
児
科

医
の
診
療
を
受
け
ら
れ
る
新
し
い
体
制
が

富
士
・
東
部
地
域
に
お
い
て
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

　
軽
症
患
者
は
、
富
士
吉
田
市
内
に
設
置

す
る
「
小
児
初
期
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
」

で
診
療
を
行
い
、
入
院
が
必
要
な
重
症
患

者
は
、
富
士
・
東
部
地
域
の
３
つ
の
病
院

（
富
士
吉
田
市
立
病
院
、
山
梨
赤
十
字
病

院
、
都
留
市
立
病
院
）
が
交
替
で
対
応
し

ま
す
。

　
休
日
・
夜
間
に
救
急
患
者
が
殺
到
し
、

円
滑
な
初
期
救
急
医
療
が
妨
げ
ら
れ
な
い

よ
う
に
、
住
民
の
皆
様
に
は
、
通
常
の
診

療
時
間
内
に
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
ま

す
。

◇
セ
ン
タ
ー
の
場
所

　
富
士
北
麓
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
２
階

　
電
話
　
０
５
５
５
―

２
４
―

９
９
７
７

◇
受
付
時
間
及
び
診
察
時
間

平
日

　
午
後
７
時
30
分
〜
午
後
11
時
30
分
受
付

　
午
後
８
時
00
分
〜
午
後
12
時
00
分
診
療

土
曜
日

　
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
11
時
30
分
受
付

　
午
後
３
時
00
分
〜
午
後
12
時
00
分
診
療

休
日
（
日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

12/

29
〜
１/

３
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
11
時
30
分
受
付

　
午
前
９
時
00
分
〜
午
後
12
時
00
分
診
療

◇
留
意
事
項

・
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
あ
ら

　
か
じ
め
電
話
で
セ
ン
タ
ー
の
状
況
な
ど

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

・
頭
部
打
撲
、
や
け
ど
、
ケ
ガ
、
骨
折
等

　
の
外
科
的
疾
患
つ
い
て
は
対
応
で
き
ま

　
せ
ん
。
ま
た
、
異
物
の
飲
み
込
み
に
つ

　
い
て
も
対
応
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

　
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
で
ご
確
認

　
く
だ
さ
い
。

・
こ
の
体
制
は
、
従
来
の
小
児
救
急
医
療

　
体
制
に
替
わ
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、

　
上
記
の
時
間
内
の
軽
症
患
者
に
つ
き
ま

　
し
て
は
、
全
て
こ
の
新
し
い
セ
ン
タ
ー

　
で
診
療
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
県
医
務
課
０
５
５
―

２
２
３
―

１
４
８
０

■
肝
炎
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

　
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
、
Ｃ
型
肝
炎
の
イ
ン
タ
ー
フ

ェ
ロ
ン
治
療
に
対
す
る
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
現
在
治
療
中
の
方
、
こ
れ
か
ら
治
療
を

始
め
る
方
は
最
寄
り
の
保
健
所
ま
た
は
健

康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◇
対
象
者

　
山
梨
県
在
住
の
方
（
山
梨
県
内
に
住
民

　
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
の
あ
る
方
）

　
Ｂ
型
慢
性
活
動
性
肝
炎
、
Ｃ
型
慢
性
肝

　
炎
及
び
代
償
性
肝
硬
変
の
認
定
基
準
を

　
満
た
し
、
保
険
適
用
と
な
っ
て
い
る
イ

　
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
製
剤
に
よ
る
治
療
を

　
受
け
ら
れ
る
方

◇
助
成
の
内
容

　
各
種
保
険
診
療
の
請
求
額
か
ら
世
帯
の

　
市
町
村
民
税
額
に
応
じ
た
自
己
負
担
額

　
（
１
万
、
３
万
、
５
万
円
）
を
除
い
た

　
額
を
国
と
県
が
助
成
し
ま
す
。

◇
手
続
に
必
要
な
書
類
等

　
・
受
給
者
証
申
請
書

　
・
診
断
書

　
・
住
民
票
（
申
請
者
の
属
す
る
世
帯
全

　
　
員
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）

　
・
市
町
村
民
税
課
税
証
明
書
（
申
請
者

　
　
及
び
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
世

　
　
帯
全
員
の
も
の
が
必
要
）

　
・
保
険
証
の
写
し

◇
申
請
窓
口

　
保
健
福
祉
事
務
所
　
地
域
保
健
課

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
５
５
５
―

２
４
―

９
０
３
５

■
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
が
最
寄
り

　
の
医
療
機
関
で
無
料
で
受
け
ら

　
れ
ま
す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
が
最
寄
り
の
医
療
機
関
で
無
料

で
受
け
ら
れ
る
緊
急
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
期
間
　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
平
成
21
年
３
月
31
日

◇
受
診
方
法

　
最
寄
り
の
保
健
福
祉
事
務
所
に
受
診
券

　
を
電
話
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
受
診
券
到
着
後
、
県
と
契
約
を
結
ん
で

　
い
る
医
療
機
関
で
検
査
を
受
け
ま
す
。

◇
対
象
者

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
診
し
た
こ
と

　
の
な
い
者

　
今
年
度
職
場
や
お
住
ま
い
の
市
町
村
で

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
る
機
会
の

　
な
い
者

◇
お
問
い
合
わ
せ
先

　
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

　
０
５
５
５
―

２
４
―

９
０
３
５

■
違
反
建
築
防
止
週
間

　
10
月
11
日
（
土
）
〜
17
日
（
金
）
は
、

「
違
反
建
築
防
止
週
間
」
で
す
。

　
こ
の
期
間
に
は
、
県
内
全
域
で
一
斉
公

開
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
の
職
員
な
ど
が
、
建
築
工

事
現
場
へ
の
立
入
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
建
物
の
新
築
や
増
築
を
す
る
と
き
に
は
、

原
則
と
し
て
事
前
に
建
築
確
認
を
受
け
、

完
成
時
に
は
、
完
成
検
査
を
受
け
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
工
事
中
の
計
画
変
更
は
事
前
手

続
が
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
建
物
の
規

模
や
用
途
に
よ
っ
て
は
、
中
間
検
査
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
書
類
審
査
や
現
場
検
査
制
度

に
よ
っ
て
、
建
物
が
安
全
に
で
き
あ
が
り
、

安
心
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
建
物
の
安
全
は
、
私
た
ち
の
住
む
ま
ち

全
体
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
違
反
建
築
の
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
パ
ト
ロ
ー

　
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
10
月
20
日
（
月
）
〜
24
日
（
金
）
に
県

内
全
域
で
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
パ
ト
ロ

ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

　
県
や
市
町
村
の
職
員
が
、
解
体
を
は
じ

め
と
す
る
工
事
現
場
な
ど
で
の
現
地
確
認

や
調
査
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
建
物
の
新
築
や
解
体
な
ど
を
す
る
と
き

に
は
、
原
則
と
し
て
事
前
に
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
工
事
を
行
う
場
合
は
、

分
別
解
体
や
再
資
源
化
を
適
正
に
行
う
と

と
も
に
、
資
格
の
あ
る
施
工
業
者
に
よ
り

行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
特
に
、
建
物
を
解
体
す
る
場
合
は
、
吹

付
け
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
や
有
害
物
質

等
の
有
無
に
つ
い
て
、
事
前
調
査
や
事
前

措
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
は
、
建
築
主
や
施
工
業

者
の
方
々
の
理
解
が
必
要
で
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　｢

運
転
は
　
人
に
社
会
に
　
思
い
や
り｣

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、｢

平
成
20
年
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動｣
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
、
県
内
で
は
、
昨
年
に
比
べ
て
交

通
事
故
の
死
者
数
、
発
生
件
数
、
負
傷
者

数
と
も
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
高
齢
者
が
犠
牲
と
な
る
事
故
が

多
い
ほ
か
、
二
輪
車
乗
用
中
の
死
亡
事
故

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夕
暮
れ

の
時
間
が
早
く
な
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は｢
早

め
の
ラ
イ
ト
点
灯｣

を
心
が
け
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
は
明
る
い
服
装
や
反
射
材
を
着
用

す
る
な
ど
し
て
、｢

見
落
と
し｣

や｢

発
見
の

遅
れ｣

に
よ
る
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

◇
実
施
期
間

　
９
月
21
日(

日)

〜
９
月
30
日(

火)

１
　
運
動
の
基
本

　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

２
　
運
動
の
重
点

(1)
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ

　
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

(2)
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

　
乗
用
中
の
交
通
事
故
防
止

(3)
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
観
光
課
）

■
裁
判
員
制
度
説
明
会

〜
ま
も
な
く
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載

　
　
さ
れ
た
方
へ
通
知
を
発
送
し
ま
す
〜

【
日
時
】
10
月
27
日
（
月
）

　
　
　
　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
】
甲
府
市
総
合
市
民
会
館

【
内
容
】
(1)
裁
判
官
に
よ
る
制
度
解
説

　
　
　
　
(2)
質
疑
応
答

【
募
集
人
員
】
100
人
（
参
加
費
無
料
）

【
申
込
先
】
甲
府
地
方
裁
判
所
総
務
課

　
　
　
　
　
０
５
５
―

２
３
５
―

１
１
３
１

■
公
証
役
場
の
利
用
に
つ
い
て

　
10
月
１
日
か
ら
７
日
は
公
証
週
間
で
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
財
産
を
守
る
た
め
、

国
の
機
関
で
あ
る
公
証
役
場
を
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
公
証
役
場
は
遺
言
書
の
作
成
・
金
銭
・

土
地
・
建
物
の
賃
借
、
離
婚
に
伴
う
慰
謝

料
・
養
育
費
・
財
産
分
与
等
に
関
す
る
大

切
な
契
約
を
公
正
証
書
で
作
成
し
て
い
ま

す
。

　
公
正
証
書
の
作
成
の
た
め
の
相
談
（
秘

密
厳
守
）
は
無
料
で
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
大
月
公
証
役
場

　
　
電
話
　
０
５
５
４
―

２
３
―

１
４
５
２

■
第
30
回
「
や
ま
び
こ
ま
つ
り
」

　
の
開
催
に
つ
い
て

　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で
は
、

「
も
り
上
が
れ
や
ま
び
こ
　
み
ん
な
の
声

を
と
ど
け
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
「
や
ま
び

こ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
児
童
生
徒
が
日
ご
ろ
の
学
習
の
成
果
を

【
う
た
げ
き
の
会
】
や
【
作
品
展
示
や
展

示
即
売
】
を
と
お
し
て
発
表
し
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
来
校
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
平
成
20
年
10
月
11
日
（
土
）

　
　
　
　
予
備
日
　
10
月
12
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】
大
月
市
富
浜
町
宮
谷
１
４
９
７

　
　
　
　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

【
催
物
】
う
た
と
げ
き
の
会

　
　
　
　
作
品
展
示

　
　
　
　
木
工
・
陶
芸
・
織
物
・
紙
漉

　
　
　
　
製
品
な
ど
の
製
作
物
販
売

　
　
　
　
バ
ザ
ー

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
山
梨
県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校

　
　
　
　
　
０
５
５
４
―

２
３
―

１
９
４
３

【募集種目】２等陸・海・空士
【資格】
　日本国籍を有する18歳以上の27歳未満の男子
【受付期間・試験日】
　年間を通じて行っており、試験も毎月実施して
　おります。
【問合せ先】
　自衛隊山梨地方協力本部　055-253-1591
　大月地域事務所　　　　　0554-22-1298

自衛隊山梨地方協力本部では、次のとおり自衛官の募集を行っています。

輸送艦「おおすみ」とLCAC

●発売期間　9月29日（月）
　　　　　　～10月17日（金）
●抽せん日 10月22日（水）

※この宝くじの収益金は、市町村の明るく住
　みよいまちづくりに使われます。

新市町村振興宝くじ

１等・前後賞あわせて２億円
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■燃えるごみは、月・水・金曜日

■燃えないごみは、火曜日
　（カン・乾電池類とビン・陶器類を交互に収集）

■資源ごみは、木曜日
　（ペットボトルと白トレイ、雑誌とミックス紙はそれぞれ

　同じ日、新聞、段ボ－ルをそれぞれ1日ごとに収集）

■粗大ごみは毎月１回、土曜日
　（自転車、ストーブ、金属の破片類等）
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ビンカン

平成20年度　下半期

燃

燃

燃

燃 燃

カン

ビン

ビン

カン

カン

ごみ収集予定表

※予定につき変更または中止になる場合があります。
　テレビの9チャンネルで確認してください。

編集と発行　丹波山村教育委員会■山梨県北都留郡丹波山村890　TEL■0428-88-0211　FAX■0428-88-0207
　　　　　　E-mail■info@vill.tabayama.yamanashi.jp　URL■http://www.vill.tabayama.yamanashi.jp/

燃

燃

燃

10月から新たに「ミックス紙」の収集が始まります。
ミックス紙は、雑誌と同じ日に収集しますので、ご協力
をお願いいたします。
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